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ＩＣＴを活用した地域経済の活性化に向けた業務提携について 

～株式会社東邦銀行、東邦情報システム株式会社、東日本電信電話株式会社との連携～ 

 

株式会社東邦銀行（頭取 佐藤稔、以下「東邦銀行」）、東邦情報システム株式会社（社長 横山貴一、以下

「ＴＩＳ」）と東日本電信電話株式会社 福島支店（支店長 山貫昭子、以下「ＮＴＴ東日本」）は、地域の企業のお客

さまへのＩＣＴ利活用支援についてお互いに連携し、地域経済の活性化に寄与する取り組みを行うことを目的に、

8 月 25 日（火）に業務提携しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 背景・目的 

新型コロナウイルスを想定した新しい生活様式、テレワークや在宅勤務等多様な働き方への対応として、ＩＣＴの利

活用による業務の変革が急務となっております。 

また、人手不足、業務効率化、生産性向上といった企業が抱える様々な経営課題に対して、ＩＣＴソリューションに

より解決する等、企業のデジタル化も重要なものとなってきております。  

このような背景のなか、東邦銀行、ＴＩＳ、ＮＴＴ東日本は、ＩＣＴを活用した地域経済の活性化を目的に業務提携を

行い、ＩＣＴソリューションによる企業のデジタル化支援等に連携して取り組むこととしました。 

今回の業務提携により、お客さまの経営課題に対して多面的にアプローチを実施することで、お客さまの課題解

決や業務変革を促進し、地域経済の発展に寄与したいと考えております。 

 

２． 各社の役割 

東邦銀行 
・取引先企業のさまざまな経営課題を把握し、ＩＣＴコンサルティングの要望がある 

企業をＴＩＳに紹介。 

ＴＩＳ 
・東邦銀行取引先企業の経営課題の解決に向けた最適なＩＣＴソリューションを提案。 

・ＮＴＴ東日本のＩＣＴソリューションにマッチしたお客さまを紹介。 

ＮＴＴ東日本 
・ＴＩＳから紹介のあった取引先企業へ共同でＩＣＴソリューションを提案。 

・ＴＩＳがＮＴＴ東日本商材の提案を行う際の後方支援。 

 

３． 「デジタル化」に向けたＩＣＴソリューション例 

ＴＩＳは、ＡＩ※1の活用により、手書き文字を含めて９６％※2以上の高い認識率を実現したＮＴＴ東日本のＯＣＲサービス

について、商材愛称を「らくらく AI-ＯＣＲ」として 8 月 24 日（月）から提供します。ＲＰＡと組み合せ、紙帳票などのデー

タ化からシステム投入までの作業を自動化するなど、複数のＩＣＴソリューションにより業務の効率化を実現します。 



※1 AI inside 株式会社の文字認識技術を活用しております。 

※2 NTT 東日本が 2018 年度第 2 四半期に実施したトライアルにおける実測値です。 

 

   

 

 

 

＜参考＞連携合意時の模様 

 

左から 東邦銀行 佐藤頭取、ＮＴＴ東日本 山貫支店長、ＴＩＳ 横山社長 

 

 


